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はじめに
　「平和の文化」の構築は、SGI（創価学会インタナショナル）がその重要性
を強調し、地道に推進してきている課題であり、不断に追求する価値のある活
動である。SGIは1975年１月26日の発足後、日蓮大聖人の仏法を基調にして、
民衆の、民衆による、民衆のための平和運動を世界に広げてきている。
　創価大学の創立者、池田大作先生は、1983年以来、毎年、１月26日の「SGI
の日」を記念し、世界平和など、重要問題に関する提言を世界へ向けて発表さ
れている。先生は毎回の提言で人類の幸福や世界平和などの未来のビジョンを
発表されるだけでなく、この50年以上にわたり、仏法を基調とした「人間主義」
を掲げ、果敢に平和行動を展開されてきた。席の温まる暇もないほど積極的な
「人間外交」、すなわち、文化・教育の分野における国際的な「民衆交流」は
192カ国・地域に「友情」と「信頼」のネットワークを築いてきている。
　SGIは「平和の文化」への最も現実的な道として草の根の民衆運動レベルで
国連を支えていくことを重視しながら、国連という、他のものでは代替できな
い、世界で唯一の「人類の議会」とも称される国際機関を有効に活かし、より
強化していく方向でこれまで一貫して支援してきた。国連経済社会理事会およ
びユネスコ（UNESCO）に認可登録されているNGO（非政府組織）として、
SGIは、例えば、2001年から2010年までの「世界の子供のための平和の文化と
非暴力の国際10年」において、その啓発に努力し、「平和の文化と女性展」や「世
界少年少女絵画展」等を開催している。
　過去2000年の人類の歴史、そして世界の現状や動向を見ると、真の「平和の
文化」の達成への道のりは遠く、不透明であり、未だに人類は「戦争の文化｣
から脱却できていない。そのような状況において、SGIは「平和の文化」の構
築のために人種、民族そして文化の多様性を尊重し、地球環境を守り、暴力を
否定し、対話を推進する運動を展開している。その面で常に真摯に、着実に努
力してきており、その影響力は、世界の有識者の方々がSGIの実績を称賛され
ていることからも分かるように、年々増大していると思われる。更なる将来の
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発展のために、人類の崇高な目標の「平和の文化」を確固たるものにするため
の「ノウハウ」の知識と智慧を、創立者の文献などにおける思想や創立者の実
践から学びとり、以下で、「平和の文化」における女性の役割と使命に焦点を
当て、4項目にわたって述べてみたい。
１「平和の文化」の取り組みの概要
　「平和の文化」の取り組みを1995年に初めて提唱し、推進してきたのはユネ
スコである。これを受け、国連をはじめ国際社会は「平和の文化」の考え方に
注目し、平和と非暴力の21世紀を築くために人々の価値観、意識の持ち方そし
て行動を変革する取り組みを開始した。これは、ユネスコ憲章の一節、「戦争
は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和の砦を築かねばな
らない」とも呼応する。これは、また、「一人の人間革命が、やがて社会、国家、
世界を変革する」という、創立者・池田先生の信念、SGIの理念とも深く響き
合う。
　具体的には、ユネスコの提唱による「平和の文化」に関連したものとして、
1999年の国連総会で2000年を「平和の文化の国際年」、2001年から2010年を「世
界の子どもたちのための平和の文化と非暴力の10年」と制定し、「平和の文化」
を21世紀の国連の主要な取り組みの一つに位置づけ、「平和の文化に関する宣
言と行動計画」を採択した。
　国連のその「宣言」によれば、平和とは紛争のない状態を意味するだけでな
く、諸問題に対して対話を推進し、互いの理解と協力の精神に基づく「紛争の
解決」へ向けて一人一人が積極的にダイナミックに関わっていくことであると
確認されている。すなわち、「平和の文化」は次の点に関わりがある。生命の
尊重、教育、対話、協力を重視することによって非暴力を実践していくこと、
私たちの世代と将来の世代のために地球環境を守る視点で開発を進めていくこ
と、そして男女平等の考え方に基づく価値観、非暴力の精神を尊重するような
人間の態度、振る舞い、そして生き方に関連がある。これらは、また、次の点
に深く結びついている。すなわち、この世のあらゆる次元で「平和の文化」を
達成していくという平和的な方法を用いながら、この地球上のさまざまな差異
を認めたうえで、差異への違和感を克服し、互いの理解や連帯を広げていくこ
と、将来も持続可能な開発を進めていくことなどに関連がある。このような「平
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和の文化」を構築する際に中核になるものは、「平和の文化」を育む教育である。
以上は国連の上記の「宣言」の趣旨である。
　「教育」については、学校教育だけでなく、家庭教育など、あらゆる形態の
教育が大事である。種々の教育を通して一人一人の価値観、態度、振る舞い、
そして生き方に「平和の文化」およびその要素になる考え方を深く根付かせて
いくことが何よりも大切である。このような教育は全ての人にとって必要であ
るが、前述の国連の「宣言」および「行動計画」は特に子どもの教育の重要性
を強調している。「平和の文化」については、国連や各国政府による取り組み
が必須であるが、民衆の私たち一人一人がしっかり関わっていかない限り、十
分に永続的に発展させることはできない。国連の上述の「宣言」において、教
育関係者、政治家、メディア関係者と並んで、宗教団体、NGO（特に女性や
青年の種々の組織）、そして親の役割の重要性が強調され、「平和の文化」の達
成へ向けて それぞれの主体的な活動が期待されている。
２「平和の文化」と女性の役割
　創立者、池田先生は「平和の文化」における女性の役割の重要性についてこ
う述べられている。「20世紀は『戦争の文化』の時代であった。計り知れない
ほど多くの母たち、女性たちの悲しみの涙が流された。だからこそ、21世紀は
母と女性が主役に踊り出て、晴れ晴れと『平和の文化』を創造しゆく時代とな
らねばならない（『新・女性抄』、59ページ）。」創立者のこの深い思いを受け、
2001年から、SGIは「平和の文化とは」「女性が築く平和の文化」「平和の文化
とSGI」の３つのテ－マを掲げ、「平和の文化と女性展」を日本各地で開催し
てきた。
　創立者は「平和の文化」における女性の役割について次の視点に立たれてい
る。真の「文化」は女性を最も大事にすることから始まる。平和のためには、
さまざまな民族、宗教、文化の違いを超えて互いに理解を深めていく以外には
ない。女性こそ「平和の文化」の担い手である。平和への貢献の人類史におい
て、戦争や暴力などで社会が混乱する時に最も苦しめられてきたのは女性であ
る。社会をより良い方向へ向けてきたのも女性である。この視点でSGIの女性
たちは反戦出版活動をしてこられた。反戦運動のための多くの貴重な資料を後
世のために残してこられたことは大変尊いことだと心打たれる。
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　1999年10月、韓国、ソウルでのNGO世界大会で「女性こそ『平和の文化』
の担い手」のテ－マでシンポジウムが開催された。2000年、ボストン21世紀対
話センター（現池田国際対話センター）では、「平和における女性の役割」と
いうシンポジウムが実施された。
　2000年６月、国連で「女性2000会議」での開会の挨拶でコフィ・アナン元国
連事務総長は次のように訴えられた。「地球の将来が女性の肩にかかっている
ことを、国際社会が世界に知らしめるべきである。（中略）男女を問わず、社
会全体に最も役立つ開発戦略は、女性が中心的な役割を果たすものをおいて他
にない。」
　「女性2000会議」については以下の点が特に重要だと思われる。
　①　発言者の多くは次の点で合意した。すなわち、女性は男性よりも劣って
いるという伝統的な固定観念を克服することによって国連加盟国は女性という
膨大な人的資源を十分に活用すべきである。
　②　社会の多くの組織において女性を権力のある地位に置くことは国家経済
の利益になること、そして女性に対するあらゆる形態の暴力の廃絶が不可欠で
あることについても合意が見られた。
　③　「各国の行動プログラム」について説明する際に次の概要が示された。
すなわち、多くの国の代表者は男女平等を確保するための、各国政府による立
法面での努力、そして地方選挙における女性枠の義務づけを含め、女性のエン
パワーメントを促進する措置の概要が提示された。
　④　各国政府は、意思決定過程に女性を関与させ、女性の人権を推進するこ
とを誓約した。
　以上のように女性の地位と役割の向上の面で進展が見られるのは、女性の幸
福にとっても意義深く、喜ばしいことである。
　創立者は21世紀を「生命の世紀」と位置づけ、「女性の世紀」であらねばな
らないと主張され、その強い思いの表れとして、全ての女性に対して誰よりも
深い期待を込められている。「人類の長い歴史の中で、その歩みをたえず『善』
なる方向へ、『希望』の方向へ、そして『平和』の方向へと粘り強く向けてき
たのが女性たちでした。戦争や暴力、圧政や人権抑圧そして疾病や飢饉など、
社会が混乱や不安に陥ったとき、最も苦しめられてきたのが女性たちでした。
その一方で、愛する子供や、愛する家族のために立ち上がり『希望の明日』を
自らの手で勝ちとってきたのも女性たちなのです（『地球対談　輝く女性の世
紀へ』、260ページ）。」
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　創立者とビンセント・ハーディング教授は、対談において、アメリカの人種
差別撤廃運動などで活躍した女性たちの能力について次のように語られてい
る。
　「ハーディング　最も本質的と考えられるのは、彼女たちが、皆、自分とい
う存在の“根っこ”─すなわち、自身を生み出す淵源となった先人たちに、深
い意味で感謝していることです。
　自分が他者と接点を持ち、結び合っていける力や能力は、その”根っこ”に
あることを知っているのです。
　さらに、彼女たちの共通点は、『愛』と『闘争』を結合させる偉大な能力を持っ
ていることです。彼女たちが示した実例は、社会活動に携わる人々の心の中に、
『愛』と『闘争』は相反するものでないことを思い起こさせてくれます。
池田　まさに女性には、『対立』を『調和』へ、『分断』を『結合』へと転じて
いく、優れた能力が満ちています。
　その女性の特性を高く評価し、期待した人物の一人が、やはり先ほども触れ
たマハトマ・カンジーです。事実、ガンジーと共に非暴力の思想を根本とした
民衆運動の最前線に立ち、インドの独立のために勇敢に戦ったのは、女性たち
でした。（『第三文明』、2011年３月号、62ページ）。」
　20世紀の中国を代表する女流作家、謝詠心女史は彼女の作品の中で女性の重
要性についてこう述べられている。「世界にもし女性がいなかったら、この社
会は一体どうなってしまうのでしょうか。世界にもし女性がいなければ、この
社会における少なくとも50％の『真』と60％の『善』と70％の『美』が失われ
てしまうでしょう（「聖教新聞」、2006年２月14日付）。」
　創立者の次のご発言も女性にとって大いに勇気づけられるものの一つであ
る。「実際、ヨ－ロッパの歴史を見ても、病院は、女性が子供や負傷者の介護
を組織化するためにできたものであった。さまざまな公共団体や学校を創り出
したのも女性である。平和で、人間性豊かな社会の創造に、女性がどれほど貢
献を果たしてきたのか計り知れない （「聖教新聞」、2006年２月14日付）。」
　世界的な天文学者、イギリスのホイル博士はウィックラマシンゲ博士と池田
SGI会長との対談集、『「宇宙」と「人間」のロマンを語る』に序文を寄せられ、
それにおいて、近現代の「環元主義的科学」の限界性を述べたうえで、「閉じ
た箱」「開いた箱」という譬えを用いることによって「開かれた心」の重要性
を訴えられている。創立者は先の譬えを通して女性の特性をこう称賛されてい
る。「男性は、ある特定の論理や概念の『閉じた箱』の中で物事を判断するき
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らいがあり、これに対し、女性は、もともと『開かれた箱』、つまり出来合い
の概念に縛られない、全体観に立った自由な見方をする力を持っている。さら
に女性の発想は常に現実的で、どこまでも生活の視点から物事を見ていき、男
性にはない細やかな心で時代や社会をとらえている（『池田大作全集104巻』、
79ページ）。」
　日頃から身近な生活に根をおろし、この上なく尊い生命を、責任を持って慈
しみ、育む女性の発想は、「平和の文化」に果たす女性の役割において、大い
に役立つと考えられる。以上の点からも、女性は男性同様に一層強い自信と誇
りを持って自己の能力を発揮し、価値的で充実した生き方をすることができる
と思う。例えば、こんな実例がある。最近の東北関東大震災の約１週間後、私
は67歳の夫に「窓側に頭を向けて寝ないほうがいいよ」と忠告したが、夫は窓
の近くに電気スタンドがあるという理由を言いながらそのまま寝ていた。数日
後に、私が「窓側に頭を向けて寝ると、窓ガラスが割れてめちめちゃに砕ける
よ」と言ったところ、夫は直ぐに起き上がり、電気スタンドをベッドの北側に
移し、北の方に頭を向けて寝たのである。翌朝、テレビは、「昨日、余震で被
害を受けた地域がありました」と報じていたが、幸いにも、自宅付近は軽震で
あった。
３「平和の文化」と対話
　「平和の文化」の世界を広げるには、対話を抜きにしては考えられない。ア
メリカ・ルネサンスの旗手、エマソンの言葉に「人生の最善なるものは対話に
あり」とあるように、対話が重視されている。ドゥ・ウェイミン博士は中山大
学での講演で鋭く論じられている。「対話こそ、文明間の矛盾や衝突をなくす
重要なメカニズムである。（中略） 相手の存在を認め、その存在の価値や条件
を尊重し、互いに参照し学び合い恩恵を与え合うという対話のメカニズムが、
異なる文明間に必要である。」創立者はその点に同意されながら、世界が混迷
の度を増す今こそ「共に認め合い、共に学び合い、共に敬い合う」真の対話の
かけ橋をあらゆる文明間に築いていくべきだと主張されている（『対話の文明』、
12ページ）。
　平和を築く根本の道として、「共に認め合い、共に学び合い、共に敬い合う」
という観点から、創立者は2006年に「平和を! 平和を! そこに平和が生まれる」
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との詩を詠まれている（『潮』、2011年３月号、173ページ）。
「黙っていてはいけない。／勇敢に声をあげるのだ。／歌声が響くところ／平
和は広がる。／友情の対話から／平和は深まる。／学び合う心があれば／平和
は崩れない。／……」
　この詩の中に、平和の文化を築くための深い意義が込められている。事実、
これまで創立者がこの詩に込められたような心で7000人以上の世界の知識人と
文明間対話をしてこられたことに対し、私は驚嘆とともに最大の敬意を感じて
いる。
　東洋哲学研究所主催の講演でウェイミン博士は対話のポイントとして、①「相
手の主張に耳を傾けること」、②「面と向かい合っての対話を大切にすること」、
③「蓄積された先人の知恵を学び、具体化していくこと」の３点を挙げられて
いる。それについて所感を述べてみたい。
　①　「相手の主張に耳を傾けること」について、創立者は、「耳を傾けること」
は自分と相手の心を開き、互いに受け入れていく姿勢、つまり他者を敬い尊重
することに通じることであり、対話の一歩であると言われている。また、平和
研究の母として著名なエリ－ゼ・ボールディング博士も「聞くことこそ『平和
の文化』を創造しゆく第一歩である」と指摘されている。往々にして、女性は、
じっくり聞こうとする姿勢を見せないで自分の言いたいことを話すきらいがあ
るので、その点に気を付けなければならない。
　②　「面と向かい合っての対話」については、一般に日本人は相手の目を見
て対話をすることが苦手と言われているので、相手の目をしっかり見て対話を
することを心掛けたいものである。
　③　「先人の知恵を学び、具体化していくこと」については、先人の知恵を
学ぶことはできても、具体化することになると、相当な実践力が問われるので
一朝一夕に身につくものではない。「言うは易く、行うは難し」である。実践
力を身につけるために日々、その面で努力していく必要がある。
　池田国際対話センター主催の数回のフォーラムでウェイミン博士は、マリ ・ー
エブリン・タッカー、ジョン・バースロング、ロバート・ネビィル、ジョン・
グリム、スティーブン・ロックフェラーといった、同じ問題意識をもつ有識者
と対話を続けてこられた。
　その際に、ウェイミン博士は地球社会に「平和の文化」をもたらすための理
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論的かつ現実的問題を検討してこられた。その姿勢において、博士はまさに仏
法に言及されている「差異のこだわり」を対話で乗り越えることによって共々
に社会の平和と人類の幸福を目指していこうとの考えが伺われる。
　創立者の主張、すなわち、「人間主義と共生の『希望の新世紀』を創り出す
力は私たち自身のなかにある（『対話の文明』、84ページ）」という信念の中に
こそ「自他ともの幸福」を目指す社会、つまり「平和の文化」の世界への道が
ある。その実現のために「他者の存在」を尊び、他者に積極的に関わり、学ん
でいく。むしろ互いの差異を価値創造の源泉にしながら、共により豊かな人間
性の開化を目指していく生き方が求められている（『対話の文明』、88ページ）。
創立者のその思想に誰もが共感できるのではないだろうか。人が他者を軽んじ
る意識、他者に暴力を振るいたいと思う気持ち、そしてそれを実行に移す行為
などと、前述の思想とは対照的である。
　エリーゼ・ボールディング博士は「小さなグループでの語らいこそ、『平和
の文化』の確かな運動になる」として、小会合の効果や影響力を強調されてい
る（『新・女性抄』、59ページ）。一対一の対話や小グループでの話し合いを軽
視する意識、人と対話をしようとしない、消極的姿勢、小グループの討議に中
途半端に臨む態度と、対話や小会合の話し合いを重視する姿勢とには大きな違
いがある。まぎれもなくSGIは世界各国の各地域で身近な隣人や友人たちとの
対話運動を地道に進めている。創立者はSGIの対話運動にエールを送られてい
る。「女性の正義のネットワークを、どこまでも強く、押し広げていくことが
できるかどうか。21世紀の希望の光は、ここにある（『新・女性抄』、60ページ）」
と。
４「平和の文化」と教育
　「平和の文化」の思想を最も確実に定着させるには子供の時期からの教育に
力を入れるべきだと思われる。幼少期に覚えたことは生涯忘れないほど知識や
知恵を深く定着する点で幼年期の教育・学習は非常に効果的であり、生涯の土
台を築くことに資することができるからである。
　創立者は「教育はわが人生の事業」との固い決意でこれまで全魂を込めて幼
児教育をはじめ、小、中、高そして大学の一貫教育を通して人間主義を根底に
した創価教育に力を注がれてきた。教育に対する創立者の考えは、「人間教育」
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こそ「平和の文化」の源泉であり、人類の未来を決する一切の「カギ」ととら
えられていることであり、それと同時に、「教育はあくまでも人間のためにある、
人間の幸福と平和のためにある」ということである。
　創価教育の創始者、牧口初代会長の教育理念は「子供の幸福のための教育そ
して知性と人格のバランスのとれた全人教育、世界市民教育」である。創立者
はその理念を継承された上で、教育の基調として次の点を重視されている。つ
まり、「他人の不幸の上に自分の幸福を築かない」という信念に基づき、地域、
社会、国家、人類のために真に貢献しゆく世界市民を育成することが大切であ
る。そのような教育において、創立者は、牧口初代会長が重きを置かれた女性
教育にも目を向けられ、特に通信教育のシステムを通し、教育の機会を得られ
なかった多くの女性の教育の充実に心血を注がれている。
　私は四国学院大学（英文学科）を卒業して40年後の2009年３月、創価大学通
信教育部（教育学部）を卒業したのであるが、通教在学中に、80歳の通教生と
対話したことがある。彼女は若い時に学びたくでも学べなかったという、英国
から来られた日本人であった。彼女は創価大学通信教育部で学べることへの深
い感謝の思いで、４年制の大学の若い学生たち顔負けの向学心を燃やして頑
張っておられる姿に私は接し、深い感動を覚え、次のように思った。牧口初代
会長が女性教育に目を向けられ、通信教育というシステムに力を注がれたこと、
創立者が創価大学の通信教育部の設置や通教生の激励で長年尽力してこられた
こと、そして通教生たちが「学は光」を目指して学ぶ機会を得たことに対し、
多くの女性がどれほど感謝されたであろうかと。
　前国連事務次長のチョウドリ博士は地域の実情に合った女性教育のための教
育に対して独創的な考えを提案されている。例えば、バングラディシュの農村
地帯の恵まれない女子を対象にした基礎的教育、生活技能に関する初歩的知識
の習得、そこからさらに発展させた知識の学習への意欲をかきたてる教育に着
目し、教育によって女性が社会で力を発揮する機会を得ることを期待されてい
る。博士はまた次の点を強調されている。教育の目的は「より良い人間になる
こと」であり、「教育」が目指すべき根本は若い世代を「世界市民」へと育む
ことにある。教育に必要なこととして、まず教育は学習者一人一人を全人的に
育むことでなければならない。人は自身の幸福だけでなく、家族や地域、社会
ひいては世界のために役立つ人間へと成長させゆく感化力を教師や親は持たね
ばならない。その考えのもとで、チョウドリ博士は、若い人たちが人生の課題
にどう立ち向かうかべきかを学ぶことの必要性を訴えられている。その具体的
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な内容は次の通りである。
　「どのようにして自分の貪欲や偏見を克服するか」「どのように憎しみを乗り
越えるべきか」「他者への共感をどう育むか」「どうすれば情熱を前向きに、ま
た、創造的に表現できるか」「暴力の行使をどのように回避すべきか」「自分の
内面に潜む悪の部分とどう闘うか」など。そのような課題は「平和の文化」の
創造にとって重要であり、避けられないテーマ、教育内容である。例を挙げれ
ば、家庭や学校での暴力やいじめの問題にどう対処するかという課題がある。
　創立者は、「平和の文化」の創造のためには、学校教育だけでなく、幅広い「民
衆教育」「市民の啓発の教育」の重要性、すなわち、民衆の教育、市民の啓発
としての、あらゆる教育的機関の動員の必要性を主張されている。それは文学、
美術、音楽の分野の場合もある。例えば、広島の原爆資料館に展示されている、
被災の惨状を描いた絵、そして沖縄創価学会が行った、ユニークな試みである
「沖縄戦の絵」の展示会における「証絵」（沖縄戦の記憶をたどり、悲惨な思い
出を画家に描いてもらったもの）等は平和教育の教材に関連しており、その活
用の点でも、創立者は「平和の価値の尊さをどのように教育していくか」とい
う問題に視点を置かれている。その考えを受け、SGIは「草の根の対話運動」
を通し、グローバルな民衆教育と平和教育に取り組んできている。
　平和学者、ヨハン・ガルトゥング博士は平和教育の一つの側面として、暴力
の根本的原因は何であるのかを洞察する力を育むことにアプローチの視点を置
かれている。一方、創立者は、「平和の価値、尊さをいかに教育していくか」
という観点に注目されている。平和教育へのアプローチや強調の置き方は そ
れぞれある程度違っているが、両者とも「平和の文化」の創造にとって深い意
義がある。
　チョウドリ博士は国連の「平和の文化に関する行動計画」の８つの行動領域
の筆頭に「教育」を挙げられている。国連加盟国間での論議の末、「平和の文化」
の構築に最も重要な貢献ができるのは「教育」であるとの合意が得られている。
　1999年の国連総会決議、「平和の文化に関する行動計画」において、教育を
通じて平和の文化を発展させる行動として８項目が挙げられているが、以下は
そのうちの３項目である。
　①　子供たちは早い時期から人間の尊厳を尊重する精神、寛容と非差別の精
神をもって平和的に問題を解決することが可能になる価値観、態度、行動様式
ならびに生き方を身につけるようにすべきである。教育関係者はそれを実現す
ることを目指す教育を進めること。
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　②　「平和の文化」の価値と目標が身についていく行動に子供たちを参加さ
せること。
　③　女性、特に少女たちへの教育の機会均等を保障すること。
　この３項目は「平和の文化」を創造する教育にとって不可欠で重要な要素で
あると思われる。
　上述の国連総会決議において、「平和の文化」を広げるために各国政府・ユ
ネスコ・教育機関による積極的な活動が期待されており、さらに幼児教育から
社会教育（生涯学習）までの、あらゆるレベルの教育での協力が求められてい
る。
　そのような期待に対してまず実行すべきことは次の点だと思われる。大人や
子供たちを取り巻く暴力文化に対して無頓着であってはならない。テレビ・イ
ンターネット・映画・コミック・ビデオ・各種のゲームなどでの暴力描写はあ
まりにも多い。暴力文化を除く、あるいは防ぐには、効果的な法的規制の対策
を練ることだけでなく、親、教師、子供の話し合いと協力によって暴力文化を
弱めていくとともに、各種の業者や放送局などに意見を言い続けることが大事
である。「平和の文化」を具体的に発達させるには、子供たち一人一人が種々
の平和活動への参加を通して平和の文化を日常生活の中で身につける必要があ
る。今の時代は「暴力文化」が蔓延しているからこそ大人たちが「平和の文化」
の面から平和の達成について真剣に検討すべきことは多い。以上の点から考え
れば、「平和の文化」の創造と発展はその面の主体的で積極的な「教育・学習」
に大いに負うていると言える。
おわりに
　日常生活や地域で活動している、SGIメンバーの一人として私が思うことは
次の点である。「平和の文化」の思想の定着およびその発展を図るには、日々、
身近な所で平和の精神の土壌を育む努力を怠ってはならない。日常の「なんて
ことはない」当たり前に思えること、つまり子供たちの笑顔、家族との和やか
な団欒、居住地域の景色になじむことなどにも生きる喜びと価値を見出すこと
ができる。心からそう思い、感謝する心の中にこそ、「平和の文化」「人と社会
を潤す文化」の精神が育つのではないだろうか。
　「平和の創造」の発展については、国連や自国政府に任せるとか、依存する
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というのではなく、大人である私たち一人一人の、日常における主体的な「教
育」の取り組みにかかっている。また、「平和の価値」を創造する上で役立つ
分野の一つとして「芸術」の役割を一層深く再認識する時が今まさに来ている。
　SGI憲章には次の一節がある。「SGIはそれぞれの文化の多様性を尊重し、文
化交流を推進し、相互理解と協調の国際社会の構築を目指す。SGIは真理の探
究と学問の発展のため、またあらゆる人々が人格を陶冶し、豊かで幸福な人生
を享受するための教育の興隆に貢献する。」SGIはその信念に基づき、地域社
会と世界に、この上なく尊い平和の意義と価値を「発信」し続けながら、「平
和の文化」の定着と拡大を目指し、SGI運動を活発に着実に推進している。そ
れは人類の未来にとって明るい希望であると私も感じている一人である。
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